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出雲地区
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あいさつは　こころのとびら　開けるカギ（三原　愛）
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平
素
は
、警
察
行
政
各
般
に
わ
た
り
御

支
援
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

治
安
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
刑
法

犯
認
知
件
数
は
、全
国
に
お
い
て
は
平
成

十
四
年
、県
内
で
は
平
成
十
五
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、出
雲
警
察
署
管

内
に
お
き
ま
し
て
も
県
内
の
情
勢
と
同

様
に
減
少
傾
向
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、架
空
料
金
請
求
詐
欺

な
ど
の
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
は
、依
然
と

し
て
高
い
水
準
で
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、

最
近
で
は
、サ
イ
バ
ー
空
間
や
先
端
技
術

の
利
用
拡
大
に
伴
い
、サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

増
加
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
な
ど
、幅
広
い
防
犯
対
策
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

警
察
で
は
、犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、
犯
罪
実
態
の
的
確
な
把
握
・
分

析
と
積
極
的
な
情
報
発
信
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
た
防
犯
意
識
の
向
上
に

向
け
た
取
組
み
や
、街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
促
進
な
ど
の
各
種
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

特
に
住
民
の
皆
様
方
の
防
犯
意
識
の

向
上
は
、犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
実

現
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、関
係

機
関
・
団
体
の
皆
様
の
地
域
に
密
着
し
た

活
動
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。今

後
と
も
出
雲
警
察
署
員
一
同「
一
致

団
結
」
し
て
、日
本
一
治
安
の
良
い
「
い

ず
も
」を
目
指
し
て
全
力
で
職
務
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
出

雲
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、市

民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
勝
島
徹
正
保
護
司
提
供
）

市
民
と
と
も
に
つ
く
る

日
本
一
治
安
の
良
い「
い
ず
も
」を
目
指
し
て

出
雲
警
察
署
長
　
　
秦
　
　
　
昭
　
博



第37号（2）出雲地区保護司会だより令和４（2022）年６月１日発行

健全な　心と身体は　家庭から（藤原よし子）

①
広
報
車
や
ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
等
に

よ
る
啓
発
及
び
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

②
標
語
の
募
集

　
募
集
対
象
：
小
・
中
学
生
、
一
般

③
作
文
の
募
集

　
募
集
対
象
：
小
・
中
学
生

④
ミ
ニ
集
会
の
開
催
な
ど
地
域
と
の

連
携
・
協
働
活
動
の
推
進

⑤
中
学
生
と
の
対
話
集
会
や
講
演
会

の
開
催

出
雲
地
区
保
護
司
会
で
は
、

次
の
日
程
に
よ
り
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
の
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〟
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、「
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
」
趣
旨
に

基
づ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が
国

民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市

長
に
伝
達
す
る
も
の
で
す
。

と　
き
●
七
月
一
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
二
時
か
ら

と
こ
ろ
●
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

啓
発
講
演
会

と　
き
●
七
月
一
日
（
金
）

　
　
　
　
伝
達
式
終
了
後

と
こ
ろ
●
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

令和３年度　メッセージ伝達式

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達広

報
・
啓
発
活
動

●この運動の趣旨
　すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、それぞれの立
場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築こうとするものです。
●この運動が目指すこと
（目標１）　犯罪や非行を防止し、安全で安心して暮らすことのできる明るい地域社会を築くこと
（目標２）　犯罪や非行をした人が再び犯罪や非行をしないように、その立ち直りを支えること
●この運動において力を入れて取り組むこと
　犯罪や非行をした人を、再び地域社会に受け入れ、望まない孤独や社会的孤立などの生きづらさという課
題に我が事として関わるコミュニティの実現に向け、次のことに力を入れて取り組む。
⑴�犯罪や非行をした人の立ち直りを支え、再犯を防止することの大切さや、更生保護の活動について、デジ
タルツールも活用するなどして、広く周知し、理解を深めてもらうための取組
⑵�犯罪や非行の防止や、犯罪や非行をした人の立ち直りには様々な協力の方法があることを示し、多くの人
に協力者として気軽に参加してもらうための取組
⑶保護司、更生保護女性会会員、BBS会員、協力雇用主等の更生保護ボランティアのなり手を増やすための取組
⑷�民間協力者と地方公共団体と国との連携を強化しつつ、犯罪や非行をした人が、仕事、住居、教育、保健
医療・福祉サービスなどに関し必要な支援を受けやすくするためのネットワークをつくる取組
⑸犯罪や非行が起こらないよう、若い人たちの健やかな成長を期する取組
●強調月間
　7月を“社会を明るくする運動“～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～強調月間とする。
また、再犯の防止等の推進に関する法律において、同じく７月が「再犯防止啓発月間とされている趣旨を踏
まえて運動を推進することとする。

 第72回 “社会を明るくする運動”
〜犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ〜

主唱：法務省
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立ち直る　君の自立に　社会の支援（石橋　厚）



第37号（4）出雲地区保護司会だより令和４（2022）年６月１日発行

講師　長原和宣さん
（株式会社 ドリームジャパン北海道 代表取締役）

7月1日（金）
14時30分〜

ビッグハート出雲
白のホール

入場無料 入場数には限りがあります

※ ご来場の際には、マスクの着用、発熱チェックなど
感染症拡大防止対策をお願いします。

生きる喜び・稼ぐ喜び・生きる喜び・稼ぐ喜び・
胸を張る喜びを提供する胸を張る喜びを提供する

その誘い　断わる君の　その勇気（加儀真理子）

第72回“社会を明るくする運動”啓発講演会

とき

ところ

◆プロフィール
北海道帯広市出身。高校卒業後、暴力団の道へ。
強度の覚せい剤中毒に陥り、警察に逮捕される。
いつ死んでもおかしくなかった自分が生きている。それは生かされていると知った。
立ち直りを誓ったものの、世間の風は冷たく就職できない。お金がなければ生活できない。
家族を養えない。1枚2円のポスティングからスタートした。働かなければ0円。
自業自得とはいえ困難に耐えた。コツコツ、自分のできることを真剣に取り組んだ。
宅配の経験から軽トラックを購入し運送業を始める。それから21年、前科者も雇用している。
更生に寄与出来たら自分への恩返しにもなる。

現在、職親プロジェクト北海道の支部長を務める

◆参考図書
「長原さん、わたしも生まれ変わります　―実体験でつかんだ迷路からの脱却―」� 高木書房
「社会に法則あり　素直に行動　素直に生きる　～私�本氣なので！～」� 高木書房

主催：出雲地区保護司会　　　協賛：“社会を明るくする運動”出雲市推進委員会

《お問い合わせ》出雲更生保護サポートセンター（出雲地区保護司会）
〒693-0001 島根県出雲市今市町543番地　出雲市社会福祉センター3Ｆ
TEL.0853ー22ー7190　　E-mail：izumo-hogoshikai@izumo-net.ne.jp
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認め合う　一人一人の　輝く個性（原　由紀子）

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、「
犯
罪
の

な
い
明
る
い
街
づ
く
り
」「
青
少
年
の
非
行
防
止
」
が
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
の
部

●
主
　
　
催

出
雲
地
区
保
護
司
会

●
応
募
資
格

出
雲
市
内
に
居
住
す
る
方

●
募
集
方
法

一
人
三
点
以
内
と
し
、
自
作
・
未
発
表

の
も
の
で
、
用
紙
は
自
由
で
す
。
作
品

に
は
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先

市
役
所
・
各
行
政
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
投
稿
箱
に
入
れ

て
い
た
だ
く
か
、
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
七
月
一
日
~
七
月
三
十
一
日

●
表
　
　
彰

　
最
優
秀
賞　
一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　
優
秀
賞　
五
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　
佳　
　
作　
十
点
（
賞
状
・
副
賞
）

小
学
生
・
中
学
生
の
部

●
主
　
　
催

出
雲
地
区
保
護
司
会

　
出
雲
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

●
応
募
資
格

出
雲
市
内
の
小
学
生
及
び
中
学
生

●
募
集
方
法

一
人
三
点
以
内
と
し
、
自
作
・
未
発
表

の
も
の
で
、
用
紙
は
自
由
で
す
。
作
品

に
は
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先

各
学
校
を
通
じ
て
、
出
雲
市
市
民
活
動

支
援
課
青
少
年
支
援
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

夏
休
み
期
間
中

●
表
　
　
彰

　
最
優
秀
賞　
各
一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　
優
秀
賞　
各
二
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　
佳　

作　
各
十
点
（
賞
状
・
副
賞
）

●
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
標
語
・
作
文
の
優
秀
作
品
は
十
二
月
に
発
行
す
る
保
護
司
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

◎
問
合
せ
先

　
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）

〒
六
九
三

－

〇
〇
〇
一
出
雲
市
今
市
町
五
四
三
番
地　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
二
│
七
一
九
〇

標 語

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
日
常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で

体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
・
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
や

犯
罪
・
非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と
を
通

じ
て
、
こ
の
運
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

主
　
　
催

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟島
根
県
推
進

委
員
会

後
　
　
援

島
根
県
小
学
校
長
会
・
島
根
県
中
学
校
長

会
・
山
陰
中
央
新
報
社
・
島
根
県
保
護
司

会
連
合
会
・
更
生
保
護
法
人
島
根
更
生
保

護
観
察
協
会
・
島
根
県
更
生
保
護
女
性
連

盟
・
島
根
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

応
募
規
定

●
応
募
資
格

島
根
県
内
の
小
学
生
及
び
中
学
生

●
テ
ー
マ

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
日
常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
・

非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
や
犯
罪
・

非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
な
ど
を
題
材
と
し
た
も
の

と
し
ま
す
。

●
原
稿
枚
数

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
~
五
枚
程
度

●
応
募
先

出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）へ
学
校
を
通
じ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
締
切
日
　
九
月
七
日（
水
）

●
そ
の
他

応
募
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
応
募
に
当
た
っ
て
は
、

題
名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

選
　
　
考

出
雲
地
区
保
護
司
会
に
提
出
さ
れ
た
作

品
の
中
か
ら
、
小
・
中
学
生
各
五
点
の
優

秀
作
品
を
島
根
県
推
進
委
員
会
に
推
薦
し

ま
す
。
県
内
保
護
区
の
推
薦
作
品
を
審
査

し
、
入
賞
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の

内
各
三
点
以
内
が
中
央
推
進
委
員
会
（
法

務
省
）
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

表
　
　
彰

最
優
秀
賞　
各
一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

優
秀
賞　
各
八
点
（
賞
状
・
副
賞
）

応
募
者
全
員
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

す
。
別
途
、出
雲
地
区
保
護
司
会
で
も
、推

薦
し
た
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

作 文

募

集

の

お

知

ら

せ
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広げよう　見守る優しさ　地域の輪（前島一美）

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
図
る
た

め
に
は
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
だ
け
で
な
く
、
再
犯
防
止
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

地
域
で
生
活
を
送
る
た
め
に
助

け
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
支
援
に

繋
が
っ
て
い
な
い
犯
罪
を
し
た
者

な
ど
の
孤
立
を
防
ぎ
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
社
会
復
帰
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
（一）
地
域
に
お
け
る

支
援
（二）
支
援
者
間
の
連
携
、
協
働

（三）
民
間
協
力
者
の
理
解
、
支
援
活

動
の
促
進
が
基
本
方
針
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
、
さ
ら
に
今
後
取
り
組

ん
で
い
く
施
策
が
具
体
的
に
掲
げ

て
あ
り
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

築
く
た
め
に
、
犯
罪
を
し
た
者
の

更
生
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
雲
市
再
犯
防
止

推
進
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

誰
も
が
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会
会
長
　
杉
　
山
　
悦
　
子

昭
和
五
十
一
年
結
成
の
佐
田
地
区
更

生
保
護
女
性
会
は
、
五
支
部
、
九
十
名
の

会
員
が
い
ま
す
。

社
会
の
耳
目
を
衝
動
さ
せ
る
事
件
が

後
を
絶
た
な
い
中
、
研
修
を
深
め
、
犯
罪

予
防
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の
保
護
育
成

支
援
、更
生
支
援
な
ど
地
域
に
密
着
し
た

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

一
、
会
員
研
修

（一）
隔
年
で
講
演
会
と
施
設
訪
問

（二）
県
連
の
研
修
会
に
参
加

二
、
青
少
年
の
保
護
育
成
や
犯
罪
予
防

活
動

（一）
月
替
わ
り
「
愛
の
標
語
」
掲
示

（二）
児
童
生
徒
へ
の
挨
拶
運
動

　
※
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携

（三）  
紙
芝
居
の
上
演
（
食
育
・
防
犯
・

い
じ
め
防
止
）

　
※
県
連
配
布
三
部

（四）  

新
規
紙
芝
居
作
成
・
大
型
絵
本

の
作
成
及
び
上
演

　
※
出
雲
警
察
署
生
活
安
全
課
防
犯

教
室
な
ど
と
連
携
し
上
演

（五）  

入
学
祝
い
・
卒
業
祝
い
の
贈
呈

　
※
中
学
生
に
は
更
生
保
護
の
概
要

や
保
護
観
察
官
の
仕
事
の
ガ
イ

ダ
ン
ス

（六）  

臨
機
の
活
動

　
　
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
楽
し
く
過
ご

す
応
援
金
」
寄
贈

　
※
コ
ロ
ナ
拡
大
の
下
、
保
育
所
・
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
の
笑
顔
を

願
い
寄
贈
。フ
リ
ス
ビ
ー
、絵
本
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
等
購
入
さ
れ
た

三
、
更
生
支
援

（一）  

五
地
区
交
代
で
更
生
保
護
法
人

「
し
ら
ふ
じ
」
へ
の
支
援
金
・
物

資
の
寄
贈

（二）  

県
下
の
矯
正
施
設
・
更
生
保
護

施
設
・
児
童
支
援
施
設
に
、
県

連
を
通
じ
、
図
書
券
を
寄
贈

四
、
歩
み
続
け
る
為
に

（一）
広
報
活
動
の
充
実

（二）
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

（三）  「
誰
の
、
何
の
為
の
活
動
な
の

か
」
を
常
に
確
認
・
共
有
す
る

出雲警察署防犯教室との連携活動

紙芝居上演風景
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ささえあい　声かけあって　明るい輪（門脇さとみ）

会
　
　
長　
三
島
洪
道
（
出
雲
支
部
長
）

副
会
長　
岡
田
泰
明
（
平
田
支
部
長
）

               
市
場
隆
子
（
斐
川
支
部
長
）

　
　
　
　
　
田
部
敏
雄
（
河
南
支
部
長
）※

　
　
　
　
　
原　
洋
子
（
大
社
支
部
長
）※

常
任
理
事　
長
子
明
久　
　

橘　
亮
秀

　
　
　
　
　
村
上　
勉　
　

中
尾　
亮
※

　
　
　
　
　
渡
部
舟
海
※

理
　
　
事　
伊
藤
晧
元　
　

土
井
一
顕

　
　
　
　
　
藤
原
惠
美
子
※　
景
山
大
圓

監
　
　
事　
佐
藤
道
子　
　

野
津
雅
史

　
　
　
　
　
神
門
保
雄

事
務
局
長　
尾
添　
隆

専
門
部
会
（
◎
︙
部
会
長　
○
︙
副
部
会
長
）

総
務
部
会

　
　
　
◎
原　
洋
子
※　
　
○
川
上
雅
文

研
修
部
会

　
　
　
◎
坂
本
美
喜
雄
　
○
原　
　
正

犯
罪
予
防
部
会

　
　
　
◎
渡
部
舟
海
※　
　
○
中
尾　
亮
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
藤
原
惠
美
子
※

協
力
組
織
部
会

　
　
　
◎
勝
部
治
良　
　

○
朝
山
一
玄

広
報
部
会

　
　
　
◎
田
部
敏
雄
※　
　
〇
坂
根
光
紀

出
雲
地
区
保
護
司
会
役
員
紹
介

（
※
は
兼
任
者
）

１．  会議の開催　　　理事会、常任理事会、各部会（総務・犯罪予防・研修・協力組織・広報）、保護
司候補者検討協議会を開きました。なお、通常総会は多人数が密となるため中止しました。

２．  犯罪予防活動等の推進　　　第71回“社会を明るくする運動”では、内閣総理大臣のメッセージ伝達
式、啓発講演会、街頭キャンペーン、広報車による広報、横断幕・のぼり旗等による啓発、標語・
作文の募集などを行いました。さらに、映画「プリズンサークル」の上映と講演の集いを開催しま
した。出雲地区保護司会だより第35号・第36号を市内全戸に配布しました。

３．  処遇支援活動の推進　　　再び犯罪をすることを防ぎ、善良な社会の一員として自立するために、
随時、個別の処遇支援や協議を行いました。また、生活困窮者自立支援ネットワーク会議等に参加
し、関係機関・団体との連携を強めました。

４．  更生保護サポートセンターの運営　　　4人の企画調整保護司が交代で、出雲更生保護サポートセ
ンターに常駐し、保護司や更生保護団体の活動を支援したり、関係機関・団体との連絡・調整をし
たりするなど、更生保護業務を行いました。

５．  研修活動　　　地域別定例研修・新任研修等、保護観察所主管の研修、出雲地区保護司会、各支部
の自主研修など実施しました。また、青少年育成市民会議や子ども・若者支援協議会、社会福祉協
議会等が主催する研修会に参加しました。

６．  更生保護団体との連携の促進　　　出雲地区更生保護関係者協議会を開くなどして、更生保護女性
会、協力事業主会、ＢＢＳ会等の連携を強めました。

７．  島根保護観察協会等との連携・協力　　　島根保護観察協会の会員を募集しました。また、更生保
護施設「しらふじ」に会員から食料や生活必需品を集め、寄贈しました。

出雲地区保護司会では、第71回“社会を明るくする運動”をはじめとする犯罪予防活動やその他の取組に
ついて、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を講じながら、関係機関・団体と連携を図り実施しました。
また、会員一同が地域別定例研修などに参加し、自己研鑽に励み、更生保護の進展に努めました。

主な令和3年度事業



更
生
保
護
功
労
受
章
者

（
令
和
四
年　
春
の
叙
勲
）

瑞
宝
双
光
章

　
三　
島　
洪　
道
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出
雲
地
区
保
護
司
会
だ
よ
り
第
三
十
七
号
　
　
令
和
四
年
六
月
一
日
発
行
　
　
出
雲
地
区
保
護
司
会
　
　
事
務
所

：

出
雲
市
今
市
町
五
四
三
番
地
　
電
話
2
2
│
7
1
9
0

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
七
十

二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
運
動
に
参
加

し
な
が
ら
保
護
観
察
と
環
境
調
整
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
通
し
て
、最
近

特
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
そ
の
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
犯
罪
防
止
活
動
と
福
祉
の

連
携
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。
対
応
し

た
案
件
の
対
象
者
が
、
高
齢
者
で
あ
っ

た
り
障
が
い
者
で
あ
っ
た
り
す
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
障
が

い
者
の
方
を
担
当
し
ま
し
た
。
担
当
し

て
み
て
、
障
が
い
者
の
方
が
福
祉
制
度

を
理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
福
祉
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
活
の
向
上
が
は
か
れ
ま

す
。
障
が
い
者
の
方
や
高
齢
者
の
方
に

福
祉
制
度
の
利
用
を
提
案
す
る
に
は
、

私
た
ち
が
ま
ず
福
祉
制
度
を
理
解
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
理
解
す
る
に
は

相
当
な
時
間
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、生

活
保
護
制
度
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、非
常

に
複
雑
な
制
度
で
時
間
を
か
け
て
勉
強

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
に

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か

ら
犯
罪
防
止
活
動
と
福
祉
の
連
携
を
は

か
っ
て
お
く
べ
き
で
は
…
と
思
い
ま
す
。

私
も
今
後
福
祉
に
関
し
も
っ
と
勉
強

す
る
と
共
に
、
犯
罪
防
止
活
動
に
関
し

よ
り
研
鑽
を
積
ん
で
行
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
嘉
本
武
司
）

目指すのは　みんなが笑い　生きる街（桑原美里）

※この広報紙は、更生保護法人島根保護観察協会からの助成金を財源として発行しています。

近
年
、
社
会
を
震
撼
さ
せ
る
よ
う
な

犯
罪
が
相
次
い
で
発
生
し
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
の
発
生
を
予
防
す

る
に
は
、
地
域
社
会
か
ら
犯
罪
に
陥
る

も
の
が
出
な
い
よ
う
に
社
会
環
境
を
改

善
す
る
な
ど
、
犯
罪
予
防
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
方
、
犯
罪

に
陥
っ
た
者
が
再
犯
を
し
な
い
よ
う
保

護
や
指
導
を
す
る
こ
と
も
特
に
大
切
な

こ
と
で
す
。
即
ち
、
少
年
院
や
刑
務
所

か
ら
釈
放
さ
れ
た
者
が
、
再
び
罪
を
犯

す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
温
か
く
迎
え
入

れ
、
職
業
や
住
居
の
確
保
等
に
つ
い
て

助
言
や
援
助
を
行
う
な
ど
し
て
更
生
へ

の
自
覚
を
促
し
、
安
定
し
た
生
活
に
つ

か
せ
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
復

帰
さ
せ
る
こ
と
が
、
社
会
全
体
と
し
て

極
め
て
重
要
な
問
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
仕
事
に
は
、
社
会
奉
仕
の

熱
意
と
人
間
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
島

根
県
内
お
よ
そ
五
〇
〇
人
の
保
護
司
並

び
に
更
生
保
護
関
係
団
体
で
あ
る
更
生

保
護
法
人
し
ら
ふ
じ
、
島
根
県
更
生
保

護
女
性
連
盟
、
島
根
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
根
県
就
労
支
援
事
業
者

機
構
な
ど
に
関
わ
る
人
た
ち
が
日
夜

こ
れ
に
た
ず
さ
わ
り
、
犯
罪
や
非
行
に

陥
っ
た
者
の
再
犯
防
止
と
改
善
更
生
へ

の
支
援
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
明
る
い

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

更
生
保
護
事
業
に
は
種
々
の
施
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
各
位

の
ご
協
力
な
く
し
て
は
で
き
な
い
仕
事

で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
理
解
あ
る
協

力
者
を
社
会
に
求
め
、
物
心
両
面
に
亘

る
ご
支
援
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

島
根
保
護
観
察
協
会
は
、
こ
う
し
た

状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
県
下
に
お
け

る
犯
罪
の
予
防
並
び
に
保
護
司
活
動
等

の
充
実
発
展
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
卒
、
そ
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ

き
当
協
会
の
会
員
と
し
て
御
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

更
生
保
護
法
人
島
根
保
護
観
察
協
会

理
事
長
　
櫻
井
誠
己

◎
新
任

　
飛
田
憲
彦（
出
雲
）

（
令
和
四
年
六
月
一
日
付
）

◎
再
任

　
石
川
潤
子　
石
橋
敏
昭　
井
上
安
弘

　
長
子
明
久　
勝
部
治
良　
坂
根
光
紀

　
米
田
敬
止

（
以
上
出
雲
）

　
岩
佐
昌
昭　
景
山
大
圓　
釜
屋
治
男

　
橘　
亮
秀　
野
津
雅
史　
濱
村
芳
文

（
以
上
平
田
）

　
岡
田　
隆　
野
津
徳
男（
以
上
河
南
）

（
令
和
四
年
六
月
一
日
付
）

保
護
司
の
動
静

◎
田
部
敏
雄　
〇
坂
根
光
紀

　
石
飛
博
雄　
　
今
岡
輝
夫　
　
勝
島
徹
正

　
嘉
本
武
司　
　
川
光
秀
昭　
　
坂
本
正
人

　
高
見
睦
哉　
　
竹
下
正
宏　
　
野
津
雅
史

　
林　
誠
治　
　
三
島
健
二　
　
水　
教
一

　
山
﨑
寧
子　
　
山
田
信
之　
　
渡
部
亨
次

◎
︙
部
会
長　
○
︙
副
部
会
長

広
報
部
会
編
集
委
員

お
礼
と
お
願
い

出
雲
地
区
で
は
、昨
年
度
、約
千
五

百
名
の
皆
さ
ま
に
島
根
県
保
護
観
察

協
会
ご
加
入
の
う
え
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
度
も
、
引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

出
雲
地
区
保
護
司
会

会
長　

三
島
洪
道

更
生
保
護
、

あ
な
た
の
善
意
が

　

事
業
の
支
え
。


